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修
立
地
区
は
久
松
山
の
真
南
に

位
置
し
、樗
谿
や
天
神
川
の
自
然
、

文
部
省
唱
歌
の
多
く
を
作
曲
し
た

岡
野
貞
一
、
自
由
律
俳
人　

尾
崎

放
哉
、他
多
く
の
偉
人
が
育
っ
た
、

文
化
の
香
り
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
で

す
。
神
社
や
お
寺
と
古
く
か
ら
の

街
並
み
が
残
る
御
弓
町
、
中
町
一

区
、
立
川
町
一
・
二
丁
目
、
吉
方

町
一
丁
目
・
二
丁
目
。
し
か
し
更

に
南
側
の
吉
方
温
泉
四
丁
目
、
立

川
町
五
丁
目
二
・
三
区
、
南
吉
方

三
丁
目
に
は
、
今
、
大
規
模
店
の

建
設
、
住
宅
地
の
造
成
な
ど
再
開

発
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
六
月
に
各
町
内
会
班
長
さ

ん
百
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を

得
ま
し
た
。「
私
た
ち
の
町
は
住

み
や
す
い
で
す
か
？
」。

　
「
ま
あ
ま
あ
住
み
や
す
い
」
以

上
の
好
回
答
が
九
十
四
人
。
こ
の

数
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足

直
後
の
回
答
か
ら
六
％
改
善
し
て

お
り
、
諸
活
動
の
成
果
と
も
言
え

ま
す
。
住
み
や
す
い
理
由
の
ベ
ス

ト
三
は
「
自
然
環
境
」、「
利
便
性
」

に
加
え
、
今
回
急
伸
長
し
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
の
は
「
住
民
の
協
力
が

あ
る
」
で
、正
に
「
共

助
」そ
の
も
の
で
す
。

皆
の
願
い
は
ハ
ー
ド

面
か
ら
ソ
フ
ト
面
へ

変
化
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　

近
年
で
定
着
し
た

小
学
校
と
の
合
同
運

動
会
、
総
合
文
化

祭
。
今
年
の
新
規
事

業
、
天
神
川
桜
並
木

へ
の
ソ
ー
ラ
ー
行
灯

設
置
と
こ
ど
も
対
象

の
地
引
網
体
験
。
そ

し
て
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
る
三
神
社
の
お

祭
り
と
麒
麟
獅
子
舞

な
ど
、
文
化
の
継
承

と
新
し
い
賑
わ
い
を
通
じ
て
、
幅

広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
「
誘
い

合
い
集
う
」、
先
ず
顔
見
知
り
に

な
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
「
共

助
」
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

再
開
発
の
一
方
で
住
民
の
高
齢

化
と
人
口
減
少
も
急
激
に
進
ん
で

い
ま
す
。
持
続
が
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
目
標
に
、
新
し
い
宅
地
へ

来
ら
れ
る
住
民
の
方
々
、
商
業
各

店
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
更
に
住
み

よ
い
地
域
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第26号

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
各
地
区
、
各
地
域
の
自
治
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
た
く
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
天
皇
陛
下
の
譲
位
に
伴
い
皇
太
子
さ
ま
が
即
位
さ
れ
る

慶
賀
の
年
、
世
界
平
和
と
良
き
時
代
が
つ
づ
く
こ
と
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
自
然
災
害
の
恐
怖
と
、
災
害
の
発
生
は
予
測
が

つ
か
な
い
事
を
思
わ
さ
れ
た
一
方
、
生
活
面
に
於
い
て
も
地
方
で

生
活
す
る
我
々
に
、
好
景
気
の
循
環
を
実
感
す
る
と
い
っ
た
状
況

は
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
一
年
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
又
、
社
会
が
多
様
化
し

て
き
た
今
こ
そ
、
皆
で
話
し
、
協
力
し
助
け
合
っ
て
い
く
、
自
治

組
織
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
連
合
会
は
自
治
会
加
入
世
帯
増
強
を
目
標
と
し
て
お
り
、
昨

年
九
月
二
十
八
日
に
は
鳥
取
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
東
部
支
部
・

鳥
取
市
・
鳥
取
市
自
治
連
合
会
三
者
に
よ
る
「
鳥
取
市
に
お
け
る

自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
行
政
と
も
相
協
力
し
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
き
つ
づ
き
会
員
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�
会 

長
　
南
部
　
　
敏

修
立
地
区

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
は

共
助
が
ポ
イ
ン
ト

　
修
立
地
区
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治
連
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会
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年
開
催
し
て
い
る
敬
老
会
は
お
ご

そ
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
。
秋
の
中
ノ
郷
ま

つ
り
で
は
沢
山
の
絵
画
等
の
作
品

の
展
示
、
伝
統
芸
能
の
発
表
会
に

は
公
民
館
の
教
室
等
の
発
表
と
招

聘
団
体
の
演
技
で
伝
統
芸
能
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
る
。
十
四
年
続

く
福
引
き
大
会
は
四
百
人
が
集
ま

る
。

★
年
度
末
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
次
年
度
の
企
画
に
活
か
し

て
ゆ
く
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
。

★
中
ノ
郷
地
区
に
は
覚
寺
に
摩
尼

山
・
摩
尼
寺
が
円
護
寺
に
は
吉
川

経
家
公
の
墓
所
が
あ
り
、
各
々
覚

寺
や
円
護
寺
の
方
々
が
大
事
に
管

理
さ
れ
て
い
る
歴
史
文
化
遺
産
が

存
在
す
る
。
こ
の
遺
産
を
中
ノ
郷

に
住
ん
で
い
る
方
々
は
認
識
を

し
、
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
気
運
を
醸

成
し
て
ゆ
く
こ
と
も
協
議
会
の
使

命
で
あ
る
。

伝
統
文
化
を
軸
に

展
開
す
る
ま
ち
づ
く
り

中
ノ
郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会

会
長 

下 
澤 

理 

如

中
ノ
郷
地
区

★
平
成
二
十
一
年
に
設
立
し

て
今
年
で
十
年
。
中
ノ
郷
地

区
は
千
四
百
三
十
二
世
帯

三
千
八
百
九
十
二

人
が
暮
ら
し
、
自

治
会
の
加
入
率
は

八
十
・
四
％
で
す
。

★
地
域
づ
く
り
の
目

標
を
「
地
域
の
誇
り

を
も
ち
、
人
が
輝
く

活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
と
し
三
つ
の
具

体
的
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
❶
伝
統
文
化

の
継
承
・
発
展
・
創

造
❷
健
康
・
安
全
・

福
祉
の
充
実
❸
世
代

間
交
流
の
推
進
。

★
協
議
会
に
は
五
つ

の
部
会
が
あ
る
。「
運

動
会
」「
納
涼
ま
つ

り
」「
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
祭
中
ノ
郷
連
」「
敬

老
会
」「
中
ノ
郷
ま

つ
り
」「
清
掃
活
動
」

を
主
催
し
、
広
報
紙

を
発
行
し
て
い
る
。

★
協
議
会
の
構
成
は

十
六
団
体
で
あ
り
、

役
員
は
各
団
体
長
等

約
三
十
名
で
あ
る
。
年
三
回
各
団

体
長
が
集
ま
っ
て「
代
表
者
会
議
」

を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
ノ

郷
地
区
の
情
報
交
換
が
主
な
目
的

で
あ
る
。
各
団
体
の
似
た
よ
う
な

事
業
を
一
括
す
る
こ
と
で
事
業
規

模
を
大
き
く
し
、
参
加
し
て
い
た

だ
く
方
を
多
く
す
る
効
果
を
狙
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
の
周
知
を
目
的
に

各
団
体
の
事
業
の
日
程
と
内
容
を

載
せ
た
「
日
程
連
絡

版
」
を
発
行
し
て
い

る
。
即
ち
各
団
体
の

横
串
の
役
目
も
協
議

会
に
持
た
せ
て
い
る
。

★
協
議
会
の
大
き
な

事
業
は
担
当
各
部
会

で
協
議
し
、
全
員
が

構
成
す
る
実
行
委
員

会
に
諮
っ
て
事
業
の

詳
細
を
決
定
し
て
い

く
。
春
の
運
動
会
は

小
学
校
と
の
合
同
開

催
で
学
校
と
地
域
が

交
流
し
、
夏
の
納
涼

ま
つ
り
で
は
地
区
内

外
か
ら
千
二
百
人
が

集
ま
る
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
中

ノ
郷
連
は
今
年
二
十

回
目
の
参
加
と
な
っ

た
。
小
学
生
・
中
学

生
・
大
人
で
構
成
す

る
連
で
あ
り
、
そ
こ

に
世
代
間
の
交
流
が

生
ま
れ
て
い
る
。
毎

摩尼寺

納涼まつり

　

平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日
鳥

取
市
役
所
に
お
い
て
鳥
取
市
自
治

連
合
会
、
鳥
取
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
東
部
支
部
、
鳥
取
市
の
三

者
が
「
鳥
取
市
に
お
け
る
自
治
会

へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
深
澤
鳥
取
市
長
及
び

公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会　

会
長　

壹
岐
昇
一

氏
、
東
部
支
部
長　

杉
本
美
智
子

氏
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
か
ら
は

南
部
会
長
ほ
か
七
名
の
出
席
の
も

と
、
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
が

背
景
に
あ
る
中
、
自
治
会
加
入

率
は
二
〇
一
八
年
四
月
末
現
在

六
五
・
九
％
に
と
ど
ま
り
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
住
宅
の
販

売
や
新
た
な
賃
貸
契
約
の
際
に
仲

介
す
る
不
動
産
業
者
か
ら
も
自
治

会
加
入
の
推
奨
を
行
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

連
合
会
は
各
地
区
自
治
会
・
町

内
会
へ
啓
発
チ
ラ
シ
等
を
提
供

し
、
鳥
取
市
は
三
者
間
の
調
整
役

も
担
い
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
住
民

の
自
治
会
加
入
を
促
進
し
、
自
治

会
活
動
の
必
要
性
を
呼
び
掛
け
て

い
く
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
親
睦
交
流
に
よ
る

「
人
を
知
る
」、
環
境
の
整
備
・
維

持
管
理
で「
人
を
支
え
る
」、防
災
・

避
難
で
「
人
を
守
る
」、
三
つ
の

大
き
な
活
動
を
し
て
お
り
、
皆
が

助
け
合
う
「
共
助
」
の
役
割
が
大

変
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
自
治
会
の
果
た
す
大
き
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に

三
者
で
連
携
し
加
入
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
者
協
定
締
結
式
概
要

���������������������������������������������������������
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社
地
区
は
鳥
取
市
南
部
地
域
用

瀬
町
の
南
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
地
区
の
世
帯
数
は
三
八
〇
世

帯
で
す
。
協
議
会
の
組
織
は
調

査
・
広
報
部
会
、
安
全
・
環
境
部

会
、
健
康
・
福
祉
部
会
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
部
会
、
少
年
部
会
で
構

成
さ
れ
、
活
動
拠
点
は
社
地
区
公

民
館
で
す
。

〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
〉

○
年
間
を
通
し
て
、
活
動
の
た
め

の
調
査
・
情
報
収
集
を
行
い
、

広
報
誌
等
で
地
域
住
民
に
対
し

て
広
く
広
報
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
事
業
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
防
災
の
充
実
を
図
り
、
安

心
安
全
な
む
ら
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
問
題
に

対
し
、
各
自
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
環
境
美
化
や
地
球
環
境
の
保

全
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
社
地
区
が
美
し
く
、
住
民
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
住

の
地
と
な
る
よ
う
な
む
ら
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
伝
統
芸
能
な
ど
に

触
れ
る
こ
と
で
地
域
へ
の

誇
り
や
愛
着
心
を
育
む
と

共
に
、
活
気
に
満
ち
た
地

域
づ
く
り
を
行
い
、
次
世

代
に
伝
え
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
交

流
・
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設

け
地
域
住
民
の
健
康
・
体

力
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

〈
活
動
状
況
〉

　

安
全
・
環
境
部
会
は
地

域
住
民
の
安
全
を
目
指
し

て
住
民
見
守
り
隊
を
結
成

し
、
小
学
生
の
通
学
時
の

見
守
り
・
声
掛
け
等
を
隊

員
約
四
〇
名
に
よ
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
三
～
二
十
五

年
に
掛
け
地
域
内
に
設
置
し
た
有

害
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
の
維
持
管
理

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
は
毎
年

「
洗
足
山
登
山
会
（
せ
ん
ぞ
く
ざ

ん
標
高
七
四
六
ｍ
）」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
下
山
後
は
公
民
館
で

恒
例
の
「
千
賊
鍋
」
を
参
加
者
全

員
で
囲
み
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

健
康
・
福
祉
部
会
は
サ
ロ
ン
を

月
一
回
開
催
し
て
お
り
、
毎
回
地

元
の
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
「
い
き
い
き
社
む

ら
ま
つ
り
」
や
地
区
運
動
会
な
ど

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

いきいき社むらまつり

「
安
心
安
全
な
む
ら

 
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

い
き
い
き
社
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長 

西 
川 

功 

美

用
瀬
地
区

　平成30年度の町内会長研修会は、鳥取保護
観察所の長谷正彦所長を講師にお迎えし、「犯
罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチ
カラ」～更生保護とは～の演題でお話しいただ
きました。
　これまで、「笑い」「人の才能を伸ばす指導力」
等、一度聞いてみたいと思うテーマでしたが、正
直あまり関心もなく、ご講演を伺った後も会長
さん方は、内容について特に話す事も無く真面
目な顔で帰って行かれました。
　自分も申し訳ない事ながら、特に感想もなかっ
たのですが、後日ある刑務官の方から、「犯罪を
犯す人の中には我々の常識とは全く違う感覚を
持っている人がいる。何で人の金を取ったんだ」
と問い詰めると「だって自分の金を使うと減るか
ら」と平然と答えたと聞きました。
　通常とは全く違った常識を持った人を、何度裏

切られても見捨て
ず、正しい考え方、
行動が出来るよう
に寄り添ってゆく、
生半可な気持ちで
出来る仕事じゃな
いなと思いました。
　多くの人達と同
調出来る心を持てる環境で育ったことに感謝の
気持ちが湧きました。
　日々の報道で「ひどい人間がいるものだ」と
思える我々はどれだけ幸せか、又そういう人達
に寄り添う人もいるんだ、と気付かせていただい
た素晴らしい研修でした。
　残念ながらすぐに手助けは出来ないと思いま
すが、保護司の方の役割を理解させていただき
ました。� （文責　中嶋　大地）

町内会長研修会平成
30年度

見守り隊
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で
温
か
い
地
域
社
会
の
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
宝
で
あ
り
、
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
る
袋
川
の
桜
土
手
を

醇
風
小
学
校
全
児
童
の
絵
（
一
～

四
年
生
）
と
川
柳
作
品
（
五
・
六

年
生
）
を
ボ
ン
ボ
リ
に
し
、
夜
間

点
灯
し
て
彩
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
方
々
の
制
作
に
よ
る
和
紙
灯

り
も
満
開
の
桜
を
さ
ら
に
美
し
い

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

 

《
終
わ
り
に
》

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
は

定
着
し
て
き
た
半
面
、
発
足
当
初

か
ら
の
役
員
が
継
続
し
て
活
動
の

中
核
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
マ
ン
ネ
リ
化
、
停
滞
感
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

本
年
度
は
そ
の
打
破
を
含
め

て
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
を
改
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

決
す
る
た
め
に
四
つ
の
専
門
部
を

設
け
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

総
務
部

～
み
ん
な
が
参
加
し
、
強
い
絆
で

　

結
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
～

　

地
域
挙
げ
て
の
「
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」「
防
災
訓
練
」「
醇
風
夜
ざ

く
ら
道
路
」
を
企
画
・
実
施
し
て

い
ま
す
。
地
区
の
三
大
行
事
と
し

て
定
着
し
、
近
隣
地
区
に
も
知
ら

れ
る
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
環
境
部

～
安
全
・
安
心
で
美
し
い

　

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
～

　

地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
町
内
会

長
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
の
充
実
に
も
力
点
を

置
い
て
い
ま
す
。
避
難
所
開
設
、

避
難
所
生
活
体
験
な
ど
、
実
生
活

に
対
応
で
き
る
内
容
に
し
て
い
き

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

夏
季
休
業
中
に
は
土
曜
夜
市
の

見
回
り
を
、
日
常
の
児
童
、
生
徒

の
安
全
確
保
、
健
全
育
成
の
た
め

に
、
地
域
を
挙
げ
て
登
下
校
時
の

見
守
り
活
動
・
交
通
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

福
祉
・
健
康
部

～
健
康
増
進
と

　

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
～

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
と
、
支
え

合
い
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
「
桜
の
下
を
歩
こ
う
会
」、「
ふ

れ
あ
い
の
旅
」「
運
動
能
力
測
定
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
無
し
、
年
齢
が
高
い
若
い
に

関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
参
加
し
、
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
ち
、
支
え

合
っ
て
い
く
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
人
づ
く
り
部

～
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
と

　

地
域
に
誇
り
を
持
つ
人
づ
く
り
～

　
「
醇
風
夜
ざ
く
ら
道
路
」
を
通

し
て
醇
風
小
学
校
児
童
や
保
育
園

児
、
さ
ら
に
は
地
域
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
・
絆
を
深
め
、
心
豊
か

《ふれあいの旅》
車いす利用者も参加し、絆づくり

《醇風夜ざくら道路》
桜土手を彩る和紙灯りと川柳作品のボンボリ

緑
豊
か
で
魅
力
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

豊
実
地
区
自
治
会

会
長 

谷 
口 

真 

澄

豊
実
地
区

　

豊
実
地
区
は
、
千
代
川
水
系
野

坂
川
中
流
域
に
立
見
の
山
と
、
大

塚
・
野
坂
・
大
桷
の
山
に
囲
ま
れ

た
、
文
字
ど
お
り
の
緑
豊
か
で
実

り
多
い
の
ど
か
な
田
園
地
帯
で

す
。
山
陰
地
方
で
も
最
大
と
さ
れ

る
前
方
後
円
墳
と
い
う
貴
重
な
遺

産
が
あ
り
、“
立
見
峠
の
お
と
ん

じ
ょ
ろ
う
ぎ
つ
ね
”
や
“
大
満
峠

の
白
て
ぬ
ぐ
い
”
な
ど
の
民
話
の

里
で
も
あ
り
ま
す
。

　

鳥
取
西
道
路
の
完
成
が
間
近
と

な
り
、
地
区
内
に
あ
る
鳥
取
西
イ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
地
域
の
環
境

も
変
化
し
て
き
ま
す
。
地
域
が
抱

え
る
課
題
・
問
題
を
整
理
し
て
、

豊
実
地
区
の
良
さ
を
再
発
見
し
、

よ
り
魅
力
あ
る
地
域
と
し
て
、
発

展
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
住

み
よ
い
ま
ち
豊
実
の
願
い
の
も
と

に
、
五
つ
の
専
門
部
会
で
目
標
を

計
画
し
、
実
践
、
実
現
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
専
門
部
会
の
一

つ
の
環
境
美
化
で
は
、
地
区
の
交

流
の
場
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
、
芝
生
化
さ
れ
た
豊

実
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
九
年
目
と
な
る
こ

の
芝
生
の
管
理
も
、
水
や
り
、
芝

刈
り
、
肥
料
ま
き
、
冬
芝
の
種
ま

き
な
ど
地
区
住
民
の
協
力
な
し
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
六
月
の
地
区
運

動
会
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
大
会
、
秋

の
地
区
ま
つ
り
と
、
豊
実
地
区
の

事
業
に
、
こ
の
緑
豊
か
な
芝
生
の

整
備
、管
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

豊
実
地
区
と
し
て
、
地
区
の
活

性
化
、
利
便
性
を
高
め
、
子
や
孫

の
世
代
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

醇
風
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七

日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
自
治
連
合
会
を

中
核
と
し
て
、
十
五
の
各
種
団
体

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
足
当

初
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と

に
、
醇
風
地
区
の
地
域
課
題
を
解

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

 

の
活
動
に
つ
い
て

醇
風
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長 

細 

田 

利 

行

醇
風
地
区
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組
織
内
に
四
つ
の
部
を
編
成
し
、

①
総
務
部
で
は
、
見
回
り
パ
ト

ロ
ー
ル
、
講
演
会
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
、道
路
愛
称
看
板
作
り
、

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
だ
よ
り

の
発
行

②
環
境
部
で
は
、
鳥
取
市
道
ア
ダ
プ

ト
活
動
、
多
目
的
広
場
の
管
理

③
福
祉
部
で
は
、
若
葉
台
地
区
ふ

る
さ
と
祭
り
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
事
業
」

④
健
康
部
で
は
、
体
育
事
業
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
ク
リ

ス
マ
ス
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

　

な
ど
で
、
地
区
住
民
と
役
員
が

一
体
と
な
り
手
作
り
を
基
本
に
、

年
間
を
通
し
て
各
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ち
び
ら
き
か
ら
三
十
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
我
が
ま
ち
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
た
め
、
昔
な
が

ら
の
歴
史
や
伝
統
行
事
が
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と

を
愛
し
、
誇
り
に
思
え
る
も
の
を

何
か
残
し
て
あ
げ
た
い
と
の
熱
い

思
い
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
創
っ
た
も
の

が
、「
若
葉
台
ふ
る
さ
と
音
頭
」

で
す
。
歌
詞
に
は
地
域
の
愛
唱
歌

と
な
る
よ
う
に
と
願
い
、
地
域
の

自
然
の
豊
か
さ
や
四
季
の
風
景
、

人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
盛
り
込
む
と

と
も
に
、
テ
ン
ポ
の
良
い
自
然
と

口
ず
さ
め
る
曲
が
で
き
上
が
り
ま

し
た
。
併
せ
て
、
曲
に
合
わ
せ
た

踊
り
の
振
付
や
若
竹
で
作
っ
た
鳴

子
を
地
区
の
方
々
に
考
案
し
て
い

た
だ
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
全
て
の
人
が
踊
れ
る
、
手
づ

く
り
の「
若
葉
台
ふ
る
さ
と
音
頭
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
若
葉
台
地
区
の
財
産
と

し
て
、
末
永
く
後
世
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
顔
が
み
え
る

ま
ち
・
若
葉
台

若
葉
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長 

坂 

本 

正 

夫

若
葉
台
地
区

　

若
葉
台
地
区
は
、
生
活
、
生
産
、

教
育
、
文
化
な
ど
の
複
合
的
な
機

能
を
も
つ
鳥
取
新
都
市
と
し
て
、

整
備
さ
れ
、
平
成
元
年
八
月
の
ま

ち
び
ら
き
以
来
、
今
年
で
三
十
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
九
町
内
会
、
一
，
六
七

〇
世
帯
、
四
，
六
九
三
人
（
九
月

三
十
日
現
在
）
が
生
活
す
る
街
へ

と
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
二
十
年
に
は
、

住
民
と
行
政
が
共
に
助
け
合
い
、

地
域
の
身
近
な
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
住
み
よ
く
心
豊
か
な
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
地

区
自
治
会
を
始
め
と
す
る
十
三
の

団
体
で
構
成
す
る
「
若
葉
台
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、『
み

ん
な
の
顔
が
み
え
る
ま
ち
・
若
葉

台
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

若
葉
台
が
目
指
す
基
本
計
画
を
策

定
し
、
地
域
の
課
題
解
決
へ
の
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、

　江戸時代の池田家の国替えなどで歴史的
に深い関係で結ばれている鳥取、岡山、姫
路の３市は、平成19年２月「姫路市、岡山
市及び鳥取市の連携・交流に関する協定書」
の調印後交流が深まり、以降３市の自治連合
会（岡山市連合町内会・鳥取市自治連合会、
姫路市連合自治会）が持ち回りで姉妹交流
会を開催し、各自治会で取り組んでいる諸活
動や課題などについて意見交換を行っている。
　30年度の交流会は、９月20日、姫路市のニュー
サンピア姫路ゆめさきで、３市から64人が参加し
て行われた。大野幸一（姫路市）、久世英一（岡
山市）、南部敏（鳥取市）各会長のあいさつ、石
見利勝姫路市長の祝辞の後、岡山市の光岡久志
常務理事が「平成30年７月豪雨災害について・
砂川堤防の決壊」、鳥取市の下澤理如副会長が
「加入促進活動」、姫路市の大野幸一会長が「世
界遺産姫路城マラソン2018」についてそれぞれ

意見発表を行った。
　光岡氏は、災害復旧に向けてボランティア活動
に助けられたことを強調、下澤氏は、町内会は住
みよい環境づくりを担っていることを地域住民に訴
えることの重要性、大野氏は、参加ランナーにとっ
て励みやおもてなしとなる沿道の応援の大切さな
ど発表され、それぞれの意見に対する意見交換が
行われた。
　終了後、姫路科学館で館内展示物やプラネタリ
ウムを見学した。� （文責　山添英明）

三市姉妹交流会報告平成30年度

若葉台地区ふるさとまつり

アダプト活動
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鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
開
港
か

ら
、
一
昨
年
で
丁
度
半
世
紀
を
む

か
え
ま
し
た
。
昨
年
度
は
鳥
取
砂

丘
コ
ナ
ン
空
港
と
鳥
取
港
、
二
つ

の
港
を
直
結
す
る
県
道
空
港
賀
露

線（
愛
称
か
に
っ
こ
空
港
ロ
ー
ド
）

の
開
通
が
あ
り
、
ま
さ
に
将
来
に

向
か
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

環
境
を
整
え
る
と
同
時
に
、
自

治
会
の
活
動
も
活
性
化
を
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
賀
露
で
は

特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
に
防
災
活
動
が
あ
り

鳥
取
市
自
治
連
合
会
事
務
局

／
鳥

取
市

福
祉

文
化

会
館

内
／

〒
680-0022 鳥

取
市

西
町

二
丁

目
311

／
TEL（

0857）20-0100・FAX（
0857）20-0141

／
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皆
と
築
こ
う
、

　
　

輝
く
郷
里
を

賀
露
町
自
治
会

会
長 

深 
澤 

修 

一

賀
露
地
区

ま
す
。「
安
心
・
安
全
な
郷
里
賀

露
」
を
築
く
為
に
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
ま
ず
始
め
に
全
町
民

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
千
四
百
六
十
八
世
帯
に
配
布

し
て
、
千
二
百
八
十
七
世
帯
よ
り

回
収
が
あ
り
ま
し
た
。
回
収
率

八
十
七
％
で
し
た
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
数
多
い
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
大

切
に
し
て
、
具
体
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
、
自
治
会
役
員
で
防
災

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ

せ
、
現
在
進
行
中
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、

二
割
の
世
帯
（
二
百
六
十
一
世

帯
）
に
一
人
で
は
避
難
が
難
し
い

方
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）
が
居

ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。
避
難
行
動

要
支
援
者
に
対
す
る
対
応
が
急
が

れ
ま
す
。

　

自
治
会
と
し
て
も
課
題
が
多
く

見
え
て
き
ま
し
た
が
、
一
歩
一
歩

着
実
に
前
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

昨
年
度
九
月
に
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
研
修
会
を
県
自
主
防
災
活
動
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
前
田
雅
之
講
師
に

お
い
で
い
た
だ
き
勉
強
し
、
十
月

に
は
県
外
に
あ
る
「
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
」
へ
見
学
に
行
き
、

又
防
災
器
具
の
設
置
に
も
力
を
入

れ
、
防
災
袋
式
ト
イ
レ
を
購
入
し

て
い
ざ
と
い
う
時
使
用
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
昨
年
度
日
本
遺
産
の

北
前
船
寄
港
地
と
し
て
賀
露
港
周

辺
の
神
社
等
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
等
歴
史
的
郷
土
の
重
要

性
を
認
識
し
、
前
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
認
識

い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
は
猛
暑
・
豪
雨
・
大
地
震
・
逆
走
台
風
な

ど
未
曾
有
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
自
然
界
に
畏
敬
の
念

を
抱
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
政
治
経
済
に
於
い
て
も
不
祥

事
が
相
次
ぎ
安
心
・
安
全
・
信
頼
が
揺
ら
ぎ
ま
し
た
。
も
は

や
過
去
の
経
験
則
や
事
な
か
れ
主
義
で
は
立
ち
行
き
ま
せ

ん
。
混
沌
と
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
地
域
に
根
ざ
し
た
自
治

会
活
動
が
重
要
で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
掲
載
の
各
地
区
の
取
り

組
み
か
ら
も
そ
れ
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

�

広
報
委
員
長　

田
中
雅
勝

編 後集 記

H30.5　賀露町防災アンケート

　

江
戸
か
ら
東
京
へ
改
称
、
東

京
府
開
設
か
ら
百
五
十
年
の
節

目
の
年
、
東
京
都
港
区
の
メ
ル
パ

ル
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
三
十
年

度
全
国
自
治
会
連
合
会
東
京
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

の
都
道
府
県
役
員
、
事
務
局
合

わ
せ
て
千
名
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か

ら
も
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典

で
は
、

東
京
都

町
会
連

合
会
会

長
、
全

国
自
治

会
連
合

会
長
の

挨
拶
の

後
、
開

催
地
を
代
表
し
て
東
京
都
小
池

知
事
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
後
、
自
治
会
活
動
の
功

労
者
七
十
六
名
が
全
国
自
治
会

連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
鳥
取
市
自
治
連
合
会

か
ら
は
、
竹
森
貞
美
副
会
長
が
栄

え
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
全
国
的
な

課
題
で
あ
る
「
町
内
会
・
自
治

会
の
加
入
促
進
」
に
つ
い
て
、

都
内
に
お
け
る
活
動
発
表
が
あ

り
、
足
立
区
町
会
で
は
、
暮
ら

し
の
中
に
お
け
る
町
会
・
自
治

会
の
メ
リ
ッ
ト
部
分
を
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
、
手
渡
し
で
配
る
取
り
組
み

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

（
報
告　

副
会
長　

土
橋
周
美
）

全
国
自
治
会
連
合
会
東
京
大
会

平
成
三
十
年
度


